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日本経営システム学会 第 62回全国研究発表大会のご案内 

 

会員の皆様には、時下益々ご清祥ことお慶び申し上げます。さて、日本経営システム学会第 62 回全国

研究発表大会が 2019 年 5 月 25 日（土）、26 日（日）に新潟国際情報大学 新潟中央キャンパス（新潟市

中央区）にて開催されます。新潟中央キャンパスの最寄り駅は、JR 新潟駅です。多くの会員の皆さまの

ご参加を心よりお待ちしております。 

 

  記 

 

開 催 日：2019 年 5 月 25 日（土）、26 日（日） 

開催場所：新潟国際情報大学 新潟中央キャンパス 

〒951-8068 新潟市中央区上大川前通 7 番町 1169 

アクセスマップ（http://www.nuis.ac.jp/pub/campus_accessmap.html#link02） 

連 絡 先：新潟国際情報大学 佐々木桐子 

〒950-2292 新潟市西区みずき野 3-1-1 

TEL:025-239-3713  FAX:025-239-3690  E-mail:tohko@nuis.ac.jp 

主  催：日本経営システム学会 

統一論題：「食文化と経営システム」 

参 加 費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員・同学生会員はそれぞれ会員・学生会員と同額、

非会員 6,000 円、非会員学生 4,000 円、（当日支払は各 1,000 円高） 

懇親会費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員 5,000 円、非会員 6,000 円（当日支払各 1,000

円高） 

 ※懇親会会場の都合もありますので、事前振込へのご協力をお願いいたします。 

懇親会会場：ビストロ椿（http://www.yonekura-group.jp/shop/tsubaki/） 

 〒951-8056 新潟市中央区花町 1981-1（新潟国際情報大学 新潟中央キャンパスから徒歩約１分） 

※新潟の食材を使ったお料理や地酒をご用意いたします。  

昼  食：会場周辺にはコンビニ、飲食店等がございますので、お弁当はご用意いたしません。また、会

場内には、ご飲食可能なスペース（8F：会員控室）がございますので、お気軽にご利用くださ

い。 

宿  泊：会場周辺には、たくさんのホテルがありますので、各自でご手配下さい。 

参加申込：本 JAMS NEWS に同封の振込用紙または HP の振込み方法を参考にして 5 月 17 日（金）まで

に上記金額をお振込み下さい。大会の円滑な運営と参加者人数（特に懇親会）の把握のため、

事前振込へのご協力をお願いいたします。期限後に振込みされた方は、振込控えまたはコピー

をお持ち下さい。 

 

■会場設備について 

全ての発表会場に PC(Windows, MS-Office)とプロジェクタが設置されていますので、原則として会場

の設備をご利用下さい。データは USB メモリに入れてお持ち下さい。特殊なソフトをご使用の場合は、

ノート PC をお持ち込みも可能ですが、コネクタ接続など準備に時間がかかりますので、ご注意下さい。 
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■大会会場へのアクセス 

大会会場：新潟国際情報大学 新潟中央キャンパス 

懇親会会場：ビストロ椿 

 

JR新潟駅下車 万代口より 

・徒歩 約 24分 

・路線バス「本町」まで約 5分（210円）。「本町」下車、徒歩約 1分。 

 

駐車場 

    お車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利用ください。 

 

禁煙 

   新潟国際情報大学新潟中央キャンパスの敷地内はすべて禁煙です（喫煙スペースはございません）。 

 

■学生研究発表優秀賞について 

 当学会では、学生セッションの研究発表を審査して優秀な発表には「学生研究発表優秀賞」を授与して

います。学生であれば、正会員・学生会員を問わず、学生セッションの研究発表は審査の対象となります。

ただし、下記の点にご留意下さい（もし、ご不明な点がありましたら、学会事務局にお問い合わせ下さい）。 

・学生セッションの発表は、正会員（一般的には指導教員）との連名とし、ファースト・オーサーは学生

とします。 

・学生セッションでの単独発表は、正会員の学生に限ります。 

・学生研究発表優秀賞の受賞対象者は、単独発表、連名発表のファースト・オーサーの学生のみとします。 

・学生セッションの発表原稿は、会員の種別を問わず 2 頁とします。 

 

■学会発表に関する原則について 

 当学会では、研究発表大会をスムーズに運営するために、口頭発表に関して「学会発表に関する原則」

（学会ホームページ http://www.jams-web.jp/information/prerule.html）に従って運営しています。口頭

発表を申し込まれる前にご確認ください。なお、この原則は、大会委員会および大会実行委員会により運

用されます。不明な点がございましたら、学会事務局へお問い合わせください。 

 

ビストロ椿 
（懇親会） 

新潟国際情報大学 
新潟中央キャンパス 
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け
る

商
業

施
設

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
度

合
い

―
東

濃
５

市
の

場
合

―
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

ゲ
ー

ム
を

用
い

た
社

会
人

基
礎

力
向

上
の

学
部

間
比

較
フ

ァ
ン

ド
売

却
企

業
の

買
収

プ
レ

ミ
ア

ム
率

と
新

規
株

式
公

開
市

場
と

の
関

係
の

計
量

分
析

科
研

費
に

よ
る

研
究

支
援

の
二

面
性

：
衛

生
要

因
と

動
機

づ
け

要
因

京
都

府
に

お
け

る
「
南

北
間

の
非

対
称

性
」
に

関
す

る
研

究
資

源
依

存
理

論
に

お
け

る
企

業
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
定

義
に

関
す

る
一

考
察

　
-
ア

パ
レ

ル
業

界
の

企
業

間
取

引
の

定
量

分
析

に
む

け
て

-

深
層

学
習

を
用

い
た

E
C

サ
イ

ト
上

に
お

け
る

顧
客

の
購

買
予

測
顧

客
属

性
を

考
慮

し
た

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

･ブ
ラ

ン
ド

購
買

行
動

が
ス

ト
ア

・
ロ

イ
ヤ

ル
テ

ィ
に

与
え

る
影

響

＊
中

京
学

院
大

学
　

　
淺

井
　

達
雄

＊
近

畿
大

学
　

　
片

岡
　

隆
之

　
近

畿
大

学
　

　
高

山
　

智
行

　
営

業
ひ

と
研

究
所

　
　

瀬
尾

　
誠

＊
愛

知
産

業
大

学
　

　
丸

山
　

宏
＊

共
愛

学
園

前
橋

国
際

大
学

　
　

村
山

　
賢

哉
　

明
治

大
学

　
　

権
　

　
善

喜
　

明
治

大
学

　
　

山
下

　
洋

史

＊
福

知
山

公
立

大
学

　
　

鄭
　

年
皓

　
明

治
大

学
　

　
山

下
　

洋
史

＊
日

本
大

学
　

　
田

岡
　

駿
佑

　
日

本
大

学
　

　
水

上
　

祐
治

＊
東

海
大

学
　

　
福

井
　

悠
斗

　
東

海
大

学
　

　
田

畑
　

智
章

＊
早

稲
田

大
学

　
　

阿
部

　
誠

也
　

早
稲

田
大

学
　

　
上

田
　

雅
夫

　
早

稲
田

大
学

　
　

大
野

　
髙

裕

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

E
C

サ
イ

ト
に

お
け

る
推

薦
ブ

ラ
ン

ド
の

平
準

化
を

目
的

と
し

た
推

薦
シ

ス
テ

ム
の

提
案

実
物

不
動

産
に

対
す

る
投

資
リ

タ
ー

ン
の

推
定

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

外
部

性
を

有
す

る
市

場
に

お
け

る
ハ

ブ
機

能
に

着
目

し
た

サ
ー

ビ
ス

普
及

分
析

＊
早

稲
田

大
学

　
　

青
山

　
格

　
早

稲
田

大
学

　
　

蓮
池

　
隆

＊
東

海
大

学
　

　
伊

尻
　

萌
　

東
海

大
学

　
　

田
畑

　
智

章
＊

早
稲

田
大

学
　

　
高

見
　

俊
輝

　
早

稲
田

大
学

　
　

大
野

　
髙

裕

1
8
:0

0
-
1
9
:3

01
5
:5

0
-
1
6
:2

0
1
5
:4

0
-
1
6
:0

0

第
6
2
回

　
日

本
経

営
シ

ス
テ

ム
学

会
　

全
国

研
究

発
表

大
会

統
 一

 論
 題

 ：
 「

 食
 文

 化
 と

 経
 営

 シ
 ス

 テ
 ム

 」

開
 催

 日
 ：

 2
0
1
9
年

 5
月

 2
5
日

 （
土

）
～

5
月

 2
6
日

 （
日

）
会

 場
 ：

 新
潟

国
際

情
報

大
学

　
新

潟
中

央
キ

ャ
ン

パ
ス

評
議

員
会

：
バ

ン
ケ

ッ
ト

ホ
ー

ル
（
7
F
）

理
事

会
：
バ

ン
ケ

ッ
ト

ホ
ー

ル
（
7
F
）

各
種

委
員

会

司
会

者
：
　

神
戸

学
院

大
学

　
毛

利
　

進
太

郎
実

行
委

員
長

挨
拶

：
　

新
潟

国
際

情
報

大
学

　
佐

々
木

　
桐

子
会

長
挨

拶
：
　

神
戸

学
院

大
学

　
塩

出
　

省
吾

総
会

表
彰

式

1
4
:1

0
-
1
4
:4

0

1
4
:5

0
-
1
5
:2

0

1
5
:2

0
-
1
5
:5

0
1
5
:2

0
-
1
5
:4

0

1
6
:0

0
-
1
6
:2

0

1
6
:3

5
-
1
7
:0

5
1
6
:3

5
-
1
6
:5

5

1
7
:0

5
-
1
7
:3

5
1
6
:5

5
-
1
7
:1

5

1
7
:1

5
-
1
7
:3

5

懇
親

会
（
会

場
：
ビ

ス
ト

ロ
椿

）

・
大

会
お

よ
び

懇
親

会
の

会
場

案
内

は
，

下
の

Q
R

コ
ー

ド
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

・
2
0
1
9
年

4月
22

日
時

点
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

印
刷

し
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
以

降
の

変
更

に
関

し
ま

し
て

は
、

学
会

の
w

e
bペ

ー
ジ

も
し

く
は

，
下

の
Q

R

コ
ー

ド
で

、
最

新
版

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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【
5
月

2
6
日

（
日

）
】
　

受
付

開
始

　
8
:3

0
～

（
1
F

入
口

正
面

）

0
9
:3

0
-
1
0
:3

0
　

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
　

（
発

表
:2

5
分

，
質

疑
:4

分
）

A
会

場
 (

9
F
)　

自
由

論
題

B
会

場
 (

8
F
)　

自
由

論
題

C
会

場
 (

6
F
)　

自
由

論
題

D
会

場
 (

6
F
)　

部
会

報
告

E
会

場
 (

6
F
)　

部
会

報
告

0
9
:3

0
-
1
0
:3

0
　

学
生

セ
ッ

シ
ョ

ン
　

（
発

表
:1

5
分

，
質

疑
:4

分
）

F
会

場
 (

4
F
)　

学
生

セ
ッ

シ
ョ

ン
G

会
場

 (
4
F
)　

学
生

セ
ッ

シ
ョ

ン
H

会
場

 (
3
F
)　

学
生

セ
ッ

シ
ョ

ン

3
秒

ル
ー

ル
Ａ

Ｉ実
現

に
関

す
る

研
究

S
A

R
IM

A
X

を
適

用
し

た
J
E
P

X
東

北
エ

リ
ア

価
格

の
予

測
「
重

回
帰

分
析

の
統

計
的

検
定

化
」
に

関
す

る
批

判
的

研
究

プ
リ

ン
タ

ー
・
カ

ー
ト

リ
ッ

ジ
の

リ
サ

イ
ク

ル
効

果
に

関
す

る
研

究
2
つ

の
集

団
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
事

前
情

報
配

分
モ

デ
ル

テ
レ

ビ
視

聴
パ

タ
ー

ン
に

基
づ

く
番

組
推

薦
シ

ス
テ

ム
の

構
築

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
分

析
に

よ
る

プ
ロ

ダ
ク

ト
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

境
界

に
関

す
る

日
中

韓
比

較

負
の

二
項

回
帰

モ
デ

ル
に

よ
る

電
力

消
費

量
が

販
売

台
数

に
与

え
る

影
響

＊
流

通
科

学
大

学
　

　
持

田
　

信
治

　
イ

ン
タ

ー
リ

ン
ク

　
　

國
立

　
健

児
　

イ
ン

タ
ー

リ
ン

ク
　

　
中

尾
　

明
一

郎

＊
福

島
大

学
　

　
酒

巻
　

龍
之

輔
　

福
島

大
学

　
　

荊
　

湛
元

　
東

北
電

力
　

　
塚

崎
　

孝
　

福
島

大
学

　
　

樋
口

　
良

之

＊
明

治
大

学
　

　
山

下
　

洋
史

　
明

治
大

学
　

　
野

尻
　

泰
民

＊
山

梨
学

院
大

学
　

　
金

子
　

勝
一

　
明

治
大

学
　

　
山

下
　

洋
史

　
明

治
大

学
　

　
権

　
善

喜

＊
福

知
山

公
立

大
学

　
　

鄭
　

年
皓

　
明

治
大

学
　

　
山

下
　

洋
史

＊
早

稲
田

大
学

　
　

青
柳

　
直

人
　

早
稲

田
大

学
　

　
蓮

池
　

隆
＊

日
本

大
学

　
　

浦
井

　
康

輔
　

日
本

大
学

　
　

水
上

　
祐

治
＊

筑
波

大
学

　
　

加
藤

　
拓

巳

工
場

Io
T

向
け

デ
ー

タ
配

備
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
提

案
山

形
県

中
小

部
品

製
造

企
業

に
お

け
る

海
外

拠
点

戦
略

と
現

状
Ⅱ

デ
ー

タ
集

合
の

代
表

値
に

関
す

る
研

究
島

根
県

と
鳥

取
県

の
中

部
に

お
け

る
交

通
の

空
洞

化
に

関
す

る
研

究
直

交
配

列
に

よ
る

不
完

備
型

一
対

比
較

デ
ー

タ
の

分
析

モ
デ

ル
公

共
交

通
機

関
利

用
者

の
移

動
履

歴
の

推
定

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
分

析
に

よ
る

探
査

衛
星

の
運

用
成

果
に

関
す

る
一

考
察

 －
?線

探
査

衛
星

す
ざ

く
の

関
連

論
文

を
題

材
と

し
て

－

電
動

自
転

車
購

入
に

お
け

る
消

費
者

行
動

に
影

響
す

る
要

因
に

つ
い

て

＊
日

立
製

作
所

　
　

近
藤

　
伸

和
＊

山
形

大
学

　
　

國
分

　
一

典
　

山
形

大
学

　
　

野
田

  
博

行
　

山
形

大
学

　
　

兒
玉

  
直

樹
　

山
形

大
学

　
　

小
野

　
浩

幸
　

東
北

大
学

　
　

田
中

  
陽

一
郎

　
愛

知
工

業
大

学
　

　
柊

　
紫

乃

＊
愛

知
工

業
大

学
　

　
小

田
　

哲
久

＊
島

根
県

立
大

学
　

　
村

山
　

誠
　

明
治

大
学

　
　

山
下

　
洋

史
＊

明
治

大
学

　
　

山
下

　
洋

史
　

明
治

大
学

　
　

張
　

礼
一

＊
早

稲
田

大
学

　
　

川
本

　
卓

樹
　

早
稲

田
大

学
　

　
蓮

池
　

隆
＊

日
本

大
学

　
　

中
村

　
匡

佑
　

日
本

大
学

　
　

水
上

　
祐

治
　

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

　
　

大
畠

　
昭

子

＊
立

命
館

大
学

　
　

ツ
　

チ
ェ

ン
ホ

オ
　

立
命

館
大

学
　

　
M

o
h
am

e
d 

F
ar

id
　

立
命

館
大

学
　

　
林

　
永

周
　

立
命

館
大

学
　

　
児

玉
　

耕
太

二
重

過
程

理
論

の
再

考
新

製
品

開
発

に
お

け
る

試
作

に
よ

る
潜

在
的

要
求

の
導

出
に

つ
い

て
電

気
自

動
車

用
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

の
劣

化
モ

デ
ル

と
強

制
循

環
方

式
へ

の
適

用

＊
早

稲
田

大
学

　
　

中
島

　
宏

治
　

東
海

大
学

　
　

田
畑

　
智

章
＊

芝
浦

工
業

大
学

　
　

青
山

　
早

苗
　

芝
浦

工
業

大
学

　
　

平
田

　
貞

代
＊

早
稲

田
大

学
　

　
長

井
　

健
　

早
稲

田
大

学
　

　
高

田
　

祥
三

　
早

稲
田

大
学

　
　

大
野

　
髙

裕

1
0
:4

5
-
1
2
:1

5
　

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン
　

（
発

表
:2

5
分

，
質

疑
:4

分
）

B
会

場
 (

8
F
)　

自
由

論
題

C
会

場
 (

6
F
)　

自
由

論
題

D
会

場
 (

6
F
)　

自
由

論
題

E
会

場
 (

6
F
)　

自
由

論
題

F
会

場
 (

4
F
)　

自
由

論
題

1
0
:4

5
-
1
1
:4

5
　

学
生

セ
ッ

シ
ョ

ン
　

（
発

表
:1

5
分

，
質

疑
:4

分
）

G
会

場
 (

4
F
)　

部
会

報
告

ＩＣ
Ｔ

利
活

用
を

伴
っ

た
あ

る
中

小
企

業
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
経

営
組

織
経

営
に

お
け

る
st

e
ad

y-
st

at
e
 b

e
h
av

io
rの

措
定

A
 S

tu
dy

 o
n
 t

h
e
 F

ra
m

e
w

o
rk

 o
f 

C
o
st

M
an

ag
e
m

e
n
t

意
思

決
定

基
準

と
し

て
の

満
足

と
納

得
に

関
す

る
研

究
―

二
重

過
程

理
論

に
よ

る
納

得
概

念
の

検
討

―

コ
レ

ク
テ

ィ
ブ

イ
ン

パ
ク

ト
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

～
フ

ィ
リ

ピ
ン

N
G

O
の

事
例

研
究

を
通

じ
て

～
魅

力
的

就
職

条
件

適
合

度
と

当
た

り
前

就
職

条
件

適
合

度
に

関
す

る
研

究

＊
横

浜
創

英
大

学
　

　
三

浦
　

達
也

＊
東

京
工

業
大

学
　

　
本

田
  

正
美

＊
T

o
ky

o
 G

as
 C

o
.,L

T
D

　
　

M
as

af
u
m

i 
N

ak
an

o
＊

産
業

技
術

大
学

院
大

学
　

　
細

田
　

貴
明

　
東

海
大

学
　

　
田

畑
　

智
章

＊
中

村
学

園
大

学
　

　
山

田
　

啓
一

＊
明

治
大

学
　

　
中

新
田

　
渉

里
　

明
治

大
学

　
　

山
下

　
洋

史
　

明
治

大
学

　
　

萩
原

　
統

宏

ク
ロ

ー
ズ

ド
・
ル

ー
プ

・
サ

プ
ラ

イ
・
チ

ェ
ー

ン
に

お
け

る
再

製
造

品
の

価
格

決
定

方
法

ボ
ン

フ
ェ

ロ
ー

ニ
の

多
重

比
較

法
を

用
い

た
組

織
研

究
力

の
類

似
性

比
較

 -
共

著
分

析
に

よ
る

組
織

研
究

力
の

定
量
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第 20 期被選出常任理事選挙ならびに会長選挙の結果報告 

 

役員選出委員会 委員長 川中 孝章 

 

 会員の皆様には被選出常任理事選挙にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

被選出常任理事選挙投票は 2019 年 1 月 18 日（当日消印有効）に締め切り、1 月 29 日（火）に学会事

務局にて、野中誠（東洋大学）、野尻泰民（明治大学）、栗原剛（気象予報士）の 3 名の立会いの下、開

票作業を行いました。有効投票数 187 通（総投票数 189 通）について開票後、集計作業を行った結果、以

下の 15 名の方々が当選となりました。 

 

村山  誠（島根県立大学）   金子 勝一（山梨学院大学）   水上 祐治（日本大学） 

山下 洋史（明治大学）     上西 啓介（大阪大学）     長野 寛之（兵庫県立大学） 

東海 詩帆（横浜商科大学）   上原  衞（愛知淑徳大学）   永松 陽明（横浜市立大学） 

柳田 義継（横浜商科大学）   板倉 宏昭（産業技術大学院大学）成川 忠之（東海大学） 

近藤 高司（愛知工業大学）   薮内 賢之（下関市立大学）   毛利進太郎（神戸学院大学） 

（敬称略，選挙届出順） 

 

その後、上記の被選出常任理事の方々により、郵送投票による会長選挙を実施し、2 月 20 日（水）に学

会事務局にて、諸上茂光（法政大学），蔵本薫（青山学院大学）の 2 名の立会いの下、開票作業を行いま

した。有権者 15 名全員の投票があり、役員選出規程にある有権者 3/4 以上の投票数が満たされました。

集計の結果、有効投票数 14 通の過半数を上回る得票を得ました山下洋史先生が次期会長に当選されまし

た。 

以上の通り被選出常任理事選挙ならびに会長選挙の結果を報告させていただきます。 

 

 

2018年度第 2回理事会のまとめ 

 

Ⅰ．開催日時：2018 年 9 月 12 日（水） 16:00～18:30 

Ⅱ．開催場所：東海大学 高輪キャンパス 1 号館 3 階 会議室 

Ⅲ．出席者：塩出、椎原、松岡、川中、近藤、永松、西口、金子、佐藤、田畑、原田、毛利、山下 

（監事）小田、松丸 （事務局）石井     敬称略 

Ⅳ．審議事項 

1.2018 年度第 1 回議事録の確認（西口）：2018 年度第 1 回理事会議事録が報告され、承認された。 

2.会員の入退会について（西口）：入退会の状況について説明がなされ、承認された（なお、推薦者がいな

かった場合は総務委員長が推薦者となることが確認された）。これにより、2018 年 9 月 11 日現在、正会

員 508 名、学生会員 142 名となった。 

3.第 61 回全国研究発表大会の準備状況について（永松）：準備状況についての説明がなされた。発表申込

件数は 76 件（一般：42 件・学生 34 件）となった。また、大会時に会議を開催する委員会の調査につい

て総務委員会が行うことが確認された。 

4.役員選出委員会の委員について（川中）：役員選出委員を川中（東京大学）、金森（立正大学）、権（明治

大学）、椎原正次（大阪工業大学）、林誠（愛知淑徳大学）[敬称略]の 5 名とすることが承認された。ま

た、被選出常任理事を 15 名とすることも合わせて承認された。 

5.役員選出のスケジュールについて（川中）：役員選出のスケジュールが承認された。なお、候補者推薦書

は書留郵便ではなく、簡易書留で送ることが確認された。また、この期間、関連する議案に対してはメ

ール審議を行うことができることも認められた。 

6.シニア会員について（小田・椎原）：特別会員については椎原案をベースとすることが承認された。なお、

特別会員という新たな会員種別は設けるものの、該当年齢の対象者は正会員を原則とし、特別会員に自

動的，強制的に移行することはないことが確認された。 

7.規定類の改定について（椎原）：新たな会員種別を設けることに伴い、規定類を改定する必要が生じる。

これについて来年度の総会までに行うことが確認された。なお、特別会員は 2019 年度から開設される

ことが確認された（会費請求は総会以降）。また、名誉会員は正会員と同等の権利を持つ（ただし被選挙
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権は持たない）ことも確認された。 

8.研究部会の終了について（椎原）：経営情報研究部会が終了届を提出したが、研究委員会を経ていなかっ

たため、研究委員会に差し戻すことが決定された。なお、研究委員会で問題が認められなければ、次回

理事会にて審議無く承認することが認められた。 

Ⅴ．報告事項 

1.総会の議事録について（西口）：総会の議事録についての報告がなされた。 

2.第 60 回全国研究発表大会の報告（西口）：第 60 回全国研究発表大会についての報告がなされた。 

3.第 60 回全国研究発表大会の学生発表優秀賞について（川中）：第 60 回全国研究発表大会における学生

発表優秀賞についての報告がなされた。 

4.他学会への協賛について（西口）：他学会シンポジウム等の協賛関連の報告がなされた。 

 

 

2018年度第 3回理事会のまとめ 

 

Ⅰ．開催日時：2018 年 10 月 13 日（土） 10:30～12:00 

Ⅱ．開催場所：愛知産業大学 コミュニティーホール 3F 

Ⅲ．出席者：塩出、椎原、松岡、石田、川中、今野、東海、永松、成川、西口、水上、今井、金子、佐々

木、鄭、田畑、中井、深澤、毛利、柳田、山下、丸山 （監事）小田、松丸  敬称略 

Ⅳ．審議事項 

1.2018 年度第 1 回および第 2 回議事録の確認（西口）：2018 年度第 2 回理事会議事録が報告され、承認

された。また、第 1 回の議事録に出席者リストが抜けていたため、修正版が報告され、確認の上承認さ

れた。 

2.会員の入退会について（西口）：入退会の状況について説明がなされ、承認された。これにより、2018

年 10 月 10 日現在、正会員 506 名、学生会員 145 名となった。 

3.第 61 回全国研究発表大会の準備状況および今後の大会について（丸山・永松）：準備状況についての説

明がなされた。事前登録者は 112 名、懇親会参加者は 43 名であった。また、次回以降の大会開催場所

として、新潟国際情報大学（第 62 回）、神戸学院大学（第 63 回）、日本大学（第 64 回）が案内された。

なお、第 62 回大会の開催日程として 2019 年 5 月 25 日（土）～26 日（日）が提案された。 

4.規定類の改定について（石田・松岡）：規定委員会から、特別会員・名誉会員についての規定における対

応（方針）が提案され、これに対する検討がなされた。その結果、以下について確認、承認がなされた。 

名誉会員を正会員の種別の中に組み入れるのか、種別を残すのかについては、正会員に組み入れるこ

とを仮定した場合「名誉会員でない正会員」という表現が必要になるような規定・細則が存在するかも

しれないので、再度規定・細則を各委員会で検討し、次回以降決定することが確認された。 

会則および投稿規定の変更は総会を経る必要があるので、これに関わる箇所については速やかに検討

を行うことが確認された。 

会則における「名誉会長」「顧問」については従来通りとすることが承認された。 

特別会員は議決権を持たないので、総会（の議決）には参加しないことが確認された。 

特別会員には学会誌・論文誌は配布されないが、特定の号を求める場合には販売することは可能であ

る。ただしこの場合、いくらで販売するのか等については今後検討を行っていくことが確認された。 

5.役員選出のスケジュールについて（川中）：役員選出のスケジュールが確認された。なお、候補者を十分

に確保するために締め切り前に候補者提出状況を理事会にフィードバックすることが要請された。ただ

し、フィードバックをいつ、どのような形で行われるのかについては委員会に一任することが確認され

た。また、付随して、地方在住の理事が理事会に参加しやすくなるために、スカイプ参加の容認、理事

会の地方開催なども検討してもらいたいという意見も出た。 

6.その他 

①横幹連合用の写真撮影について（永松）：第 61 回大会の中で横幹連合用に会場の写真撮影を行うこと

が承認された。 

②賛助会員および企業からの参加について（椎原）：賛助会員の在り方や企業からの参加者に対するメリ

ット付与の在り方について、今後検討していくことが提案された。 

Ⅴ．報告事項 

なし 
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ヒューマン・リソース研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2019 年 5 月 4 日（土） 15：00-17：00 

発表予定者： 

 (1)発表者：権 善喜 氏（明治大学）・山下 洋史 氏（明治大学） 

   テーマ：「飲食店における地理的コンセプトの戦略モデル」 

 (2)発表者：張 礼一 氏（明治大学）・山下 洋史 氏（明治大学） 

   テーマ：「直交配列による不完備型一対比較を用いた職位のランク分析モデル」 

 (3)発表者：浦井 康輔 氏（日本大学）・水上 祐治 氏（日本大学） 

   テーマ：「書誌データの要旨分析による日中韓のプロセスイノベーション 

        とプロダクトイノベーションの境界とその要因」 

開 催 場 所：日本大学 生産工学部 30 号館 5F 水上研究室 

連絡先（幹事）：金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 

 

 

経営モデル研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2019 年 4 月 27 日（土） 15：00-17：00 

発表予定者： 

(1)発表者：Md. Sazzad Hossain*, Masato Takanokura*, Hiromi Sakai** and Hideki Katagiri* 

*Kanagawa University, **Tokyo University of Technology 

   テーマ：「A New Design Framework for a Communication System to Assist Speech-Language Disorders」 

(2)発表者：Yuji Mizukami*, Kyosuke Nakamura*, Akiko Ohata**, Kesuke Honda***, Junji Nakano**** 

*Nihon University, **JAXA: Japan Aerospace Exploration Agency, Institute of Space and 

Astronautical Science,  

***The Institute of Statistical Mathematics, ****Chuo University 

   テーマ：「A Study on grasping Research Trend of Exploration Satellite by Abstract Analysis  

: Using the Theses of X-ray Exploration Satellite "SUZAKU"」 

(3)発表者：細田 貴明 氏（産業技術大学院大学） 

   テーマ：「意思決定基準としての満足と納得に関する研究 ―   二重過程理論による納得概念の検討 ―」 

開 催 場 所：東海大学 高輪キャンパス 1 号館 3F 1308 教室 

連絡先（幹事）：田畑智章（東海大学）    Tel.03-3441-1171  E-Mail:tabata@tokai-u.jp 

金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 

 

 

入会者リスト       （2018.10.14～2019.4.20） 

 

１．正会員入会者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

鈴木 貴行 福味商事株式会社 高田 真也 早稻田大学理工学芸術院客員研究員 

橋本 広歩 FANTAS Tecｈnology 株式会社 大塚 健一 アデコ株式会社 

上羽 寛 株式会社 KYOSO 韓 甜 立命館大学 

平田 博紀 共栄大学国際経営学部 酒巻 龍之輔 福島大学樋口研究室 

田淵 暉久 前田淵電機取締役 荊 湛元 福島大学樋口良介研究室 

三好 祐輔 香川大学 本多 啓介 統計数理研究所 

都築 治彦 佐賀大学 織田 昌雄 三菱電機株式会社 

２．学生会員から正会員へ変更 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

三村 和香 コクヨ株式会社   
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３．学生会員入会希望者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

橋口 伸樹 立命館大学 横井 稜 富山県立大学大学院 

伊尻 萌 東海大学 青山 格 早稲田大学創造理工学研究科 

太田 和希 神奈川大学 川本 卓樹 早稲田大学創造理工学研究科 

田岡 駿佑 日本大学 中村 洸太 早稲田大学創造理工学研究科 

横山 誠  東京工科大学 高見 俊輝 早稲田大学大学院創造理工学部 

福井 悠斗 東海大学情報通信学研究科 長井 健 早稲田大学大学院創造理工学研究科 

金子 かよ 京都工芸繊維大学 飯田 将之 早稲田大学大学院創造理工学研究科 

丸山 博之 早稲田大学大学院 経済学研究科 石原 菜央 早稲田大学大学院創造理工学研究科 

 

 

会員種別の変更について 

 

会員種別が改定され、「満 70 歳以上で、申請して理事会に認められた個人」を対象として「特別会員」
の種別が設けられました。「特別会員」を希望される方は、学会ホームページをご確認の上、会員種別の
変更を申請いただきますよう、お願いいたします。 
 
 

教員公募のご案内 

 

新潟国際情報大学 経営情報学部では、以下の教員（3 名）を募集しております。 

１．経営情報学部 経営学科（中小企業論、企業倫理、講師または准教授１名） 

担当科目：「中小企業論」、「企業倫理」等の講義科目、及び「基礎ゼミナール」、「応用ゼミナール」、「研

究ゼミナール」等の演習関連科目。 

着任時期：2019 年 9 月 1 日 の決定後できるだけ早い時期から。 

応募締切：2019 年 5 月 7 日（火）必着 

詳細：http://www.nuis.ac.jp/pub/p01_1548222085262.html 

２．経営情報学部 情報システム学科（システム論、教授、准教授、講師１名） 

担当科目：「システム論」等、および 演習関連科目として 「基礎ゼミナール」、「情報処理演習（含．

プログラミング教育）」、「専門演習」、「卒業研究」等。※ 2020 年度以降は，「システム論」以外の講義

科目もご担当いただきます。 

着任時期：2019 年 9 月 1 日 の決定後できるだけ早い時期から。 

応募締切：2019 年 5 月 7 日（火）必着 

詳細：http://www.nuis.ac.jp/pub/p01_1548306504199.html 

３．経営情報学部 情報システム学科（情報システム設計、データベース論等、教授、准教授、講師１名） 

担当科目：「情報システム設計」、「データベース論」、「情報とコンピューティング」等、および 演習関

連科目として 「基礎ゼミナール」、「情報処理演習（含．プログラミング教育）」、「専門演習」、「卒業研

究」等。 

着任時期：2020 年 4 月 1 日 

応募締切：2019 年 6 月 10 日（月）必着 

詳細：http://www.nuis.ac.jp/pub/p01_1548307474043.html 

 

 

 

 

日本経営システム学会 

住所 〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-20-3 バラードハイム 703 

TEL03-3371-5324・FAX03-3371-5185 

E-Mail: keieisys@jams-web.jp 


